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平成 22 年度研究成果概要 
研究成果概要についてわかりやすく記載してください。できるだけ，図を挿入してください。すでに当該年度に

外部に発表を行った成果については，研究業績欄の業績番号と対応させてください。なお，本欄は，必要に応じて

ホームページ上で公開しますので，知的財産に関連する記述等については注意してください。 

平成 22 年度研究成果概要 
ガレクチン 9 はこれまでの研究で過剰免疫状態では免疫抑制作用を示すが、悪性腫瘍などで見られ

る免疫低下状態では逆に免疫を正常状態まで増強させることが知られている。このようなガレクチ

ン9のサーモスタット様作用はガレクチン9が生体の恒常性に関与した物質であることを強く示唆

している。ワールドワイドの共同研究を含めた本年度の研究成果は論文数 17 編、インパクトファ

クター合計は 97.171 で平均 5.7 であった。研究業績は大別すると 
 
１． ガレクチン 9 による T 細胞誘導炎症の抑制機構が細胞レベル、または分子レベルで解明

が進んでいる。（論文番号：1, 4, 7, 9, 14, 16, 17） 
２． これまで報告していた上皮性の癌のみでなく白血病や骨髄腫に対してもガレクチン 9 が

治療効果を示す可能性が提唱された。（論文番号：2, 5, 17） 
３． ガレクチン 9 は細菌感染のみならず Virus 感染症においても重要な作用を示していること

が明らかにされた。（論文番号：9, 10） 
４． ガレクチン 9 が効果をしめす可能性のある疾患の探索 今回特記すべきは遺伝性の疾患

で現在効果的な治療法がなく、若年で死に至る嚢胞性肺線維症とガレクチン 9 が関係有るとの

報告（論文番号：4, 12, 15） 
５． 構造や機能などに関する基礎的な生理学的研究（論文番号：3, 8, 11, 13） 

 
 
  

 



 
今後の研究計画 
平成 22 年度に得られた研究成果を踏まえ，今後の研究計画について具体的に記載してください。図を挿入して

もかまいません。 

今後の研究計画 
これまではガレクチン 9 に限らず、外から物質を加えた研究が主体であった。ガレクチン 9 が生体

内でどのように疾患制御に関係しているかについての検討がなされていなかった。我々は最近ガレ

クチン 9 を表面に発現している T 細胞が存在し、その細胞群がガレクチン 9 による治療に非常に

重要な働きを示すことを明らかにした（現在投稿準備中）。その後の予備的な研究で他の細胞にも

ガレクチン 9 を表面に発現している細胞が存在することが示唆されたことから、ガレクチン 9 発現

細胞の同定とその機能についてさらなる検討を進めたい。 
また、次年度もワールドワイドでの共同研究に関しては 100 をこえる共同研究が行われており、今

後ますます共同研究の輪を広げて行きたい。さらに今回は米国の NIH に共同研究者として数件グ

ラントを申請している。 
 

特記すべき事項 
本研究に関する受賞（学生対象の賞も含む）・プレスリリース・大型外部資金獲得につながった等，特記すべき

事項があれば記述してください（ささいなことでもかまいません）。本欄は必須ではありませんので，「該当なし。」

でも可ですが，できるだけ記載してください。 

該当なし。 

 



 
研究業績 
本研究に関連した，[１] 査読がある原著論文（Corresponding Author には*印を付す。），[2] 著書，[3] 招待講演，

[4] 学会発表（発表者には○印），[5] 産業財産権（特許等），[6] その他（プロシーディング，査読がない論文，投

稿記事等）を通し番号を付して記入してください。本事業の参加者にはアンダーラインを引いてください。記入欄

が足りない場合は，用紙を追加してください。なお，本欄は，必要に応じてホームページ上で公開します。 
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